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北
里
大
学
の
活
動
報
告

国
際
共
同
研
究
を
継
続

日
韓
の「
次
世
代
人
材
」育
成
へ

今
年
１
月
22
日
〜
２
月
２
日
、
韓
国
・
慶
尚
大
学

校
医
学
部
か
ら
学
生
２
名
を
本
学
・
白
金
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て
受
け
入
れ
、
共
同
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
た
。

招
へ
い
先
大
学
で
あ
る
韓
国
・
慶
尚
大
学
校
医
学

部
は
同
国
の
南
部
に
位
置
（
釜
山
空
港
へ
ア
ク
セ
ス

可
能
）
す
る
、
地
域
の
中
核
と
な
る
国
立
大
学
医
学

部
で
あ
る
。
併
設
の
附
属
病
院
が
地
域
医
療
を
担
い
、

優
秀
な
医
学
部
の
学
生
が
大
学
院
へ
進
学
す
る
こ
と

で
、
生
命
科
学
の
研
究
も
実
践
し
て
い
る
。

交
流
の
背
景
と
し
て
、
２
０
１
５
年
度
、
16
年
度
、

17
年
度
、
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）「
さ
く
ら

サ
イ
エ
ン
ス
招
へ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
支
援
を
受
け
、

医
学
部
生
計
５
名
を
当
研
究
室
で
受
け
入
れ
、
実
験

手
技
や
研
究
計
画
指
導
を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
を
契

機
に
、
双
方
の
研
究
室
間
訪
問
を
行
う
な
ど
の
国
際

交
流
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
の
だ
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
互
い

の
研
究
室
を
訪
問
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
交
流
の
み
し
か
実
践
で
き
な
い
状
況

が
続
い
て
い
た
。
23
年
度
、
再
び
、
医
学
部
生
２
名

を
当
研
究
室
で
受
け
入
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は
、
実
験
手
技
や
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
（
ゲ
ノ
ム
配
列
）
の
処
理
を
医
学
部
生
へ
伝
授

し
、
慶
尚
大
学
校
医
学
部
・
微
生
物
学
に
お
け
る
研

究
活
動
を
促
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
験
を

通
じ
て
、
日
韓
双
方
の
医
学
部
生
の
研
究
活
動
へ
の

関
心
を
促
す
こ
と
も
期
待
し
て
実
施
し
た
。

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

人
獣
共
通
病
原
菌
で
あ
る
犬
レ
ン
サ
球
菌
株
（
既

に
ゲ
ノ
ム
配
列
が
決
定
さ
れ
て
い
る
日
本
由
来
株
計

10
株
、
医
学
部
生
１
名
あ
た
り
５
株
を
担
当
処
理
）

を
活
用
し
、
抽
出
Ｄ
Ｎ
Ａ
サ
ン
プ
ル
を
用
い
て
、
犬

レ
ン
サ
球
菌
が
有
す
る
病
原
性
調
節
因
子
の
塩
基
配

列
増
幅
・
決
定
（
１
週
目
）⇒

同
調
節
因
子
に
隣
接

す
る
病
原
因
子
の
塩
基
配
列
増
幅
・
決
定
（
２
週

目
）
を
実
施
し
た
。
得
ら
れ
た
塩
基
配
列
の
妥
当
性

を
既
知
の
ゲ
ノ
ム
配
列
に
基
づ
い
て
検
証
し
た
。
さ

ら
に
、
韓
国
由
来
犬
レ
ン
サ
球
菌
の
４
株
に
関
す
る

ゲ
ノ
ム
配
列
中
の
同
様
な
病
原
性
調
節
因
子
の
塩
基

配
列
（
医
学
部
生
１
名
あ
た
り
２
株
の
ゲ
ノ
ム
配
列

を
処
理
）
を
予
測
し
、
抽
出
し
た
。

最
終
週
に
は
、
１
週
目
お
よ
び
２
週
目
に
お
い
て

得
ら
れ
た
実
験
デ
ー
タ
を
各
自
が
総
括
し
た
。
加
え

て
、
日
本
お
よ
び
海
外
か
ら
既
に
報
告
さ
れ
て
い
る

論
文
デ
ー
タ
を
抽
出
す
る
と
と
も
に
、
本
実
験
で
得

ら
れ
た
デ
ー
タ
と
の
比
較
解
析
も
実
施
し
、
最
終
日

に
実
験
成
果
に
関
す
る
全
総
括
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。

ま
た
、
交
流
期
間
中
の
日
曜
日
に
は
、
実
施
主
担

当
者
が
引
率
し
て
浅
草
寺
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
な

ど
を
見
学
し
、
日
本
の
文
化
を
体
験
し
た
。

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
て

今
回
、
招
へ
い
し
た
韓
国
の
医
学
部
生
は
、
微
生

物
学
講
義
や
分
子
生
物
学
講
義
を
既
に
受
講
。
そ
の

た
め
、
交
流
事
業
を
導
入
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
お
い

て
、
細
菌
お
よ
び
塩
基
配
列
増
幅
と
い
っ
た
基
礎
知

識
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
両
名
と
も
交
流

の
全
行
程
に
お
い
て
、
基
礎
実
験
・
研
究
に
関
す
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
398
回

＝
特
別
連
載
＝

高橋	孝
（北里大学
大村智記念研究所
感染症学研究室教授）
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医
学
部
生
２
名
の
う
ち
１
名
は
慶
尚
大
学
校
所
属
の

研
究
所
に
お
い
て
分
子
生
物
学
の
実
験
も
経
験
さ
れ

て
い
て
、
医
学
部
卒
業
後
の
希
望
は
自
身
の
研
究
室

を
設
立
す
る
こ
と
で
あ
る
点
も
判
明
し
た
。

一
方
、
細
菌
が
保
有
す
る
ゲ
ノ
ム
配
列
に
関
す
る

活
用
方
法
（
例
え
ば
、
塩
基
配
列
間
の
類
似
率
検

証
・
塩
基
配
列
の
抽
出
法
・
ゲ
ノ
ム
上
の
各
種
遺
伝

子
座
の
構
造
な
ど
）
の
手
技
は
両
名
と
も
初
め
て
経

験
す
る
も
の
で
あ
り
、
帰
国
後
・
研
究
活
動
へ
の
関

心
度
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

今
後
、
北
里
大
学
大
村
智
記
念
研
究
所
と
慶
尚
大

学
校
医
学
部
と
の
国
際
共
同
研
究
（
例
え
ば
、
二
国

間
で
の
同
一
菌
種
に
お
け
る
比
較
ゲ
ノ
ム
解
析
な

ど
）
が
さ
ら
に
実
現
展
開
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

■
日
韓
学
生
へ
の
教
育
効
果

今
年
４
月
、
招
へ
い
学
生
２
名
が
作
成
し
た
本
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
ハ
ン
グ
ル
に
よ
る
詳
細
な
レ
ポ

ー
ト
が
招
へ
い
先
大
学
の
指
導
教
員
よ
り
送
付
さ
れ

た
。
翻
訳
ア
プ
リ
に
て
内
容
を
理
解
し
た
の
で
、
一

部
を
紹
介
す
る
。

「
私
は
生
物
学
を
専
攻
し
た
後
、
慶
尚
大
学
校
医
学

部
へ
編
入
し
た
学
生
で
す
。
過
去
に
生
物
学
を
勉
強

し
た
時
は
肩
越
し
に
見
る
だ
け
で
あ
っ
た
実
験
を
、

二
週
間
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
が
基

礎
医
学
に
強
い
国
で
あ
る
と
い
う
事
実
が
分
か
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
意
味
深
い
経
験
が
で
き

た
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
」

日
本
の
学
生
へ
の
教
育
効
果
と
し
て
お
伝
え
し
た

い
点
は
、
実
験
・
研
究
へ
の
初
心
者
に
対
す
る
懇
切

丁
寧
な
対
面
指
導
で
あ
る
。
筆
者
は
、
２
０
２
０
年

度
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
同
様
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
実
践
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
に
お
い
て
は
、
学
生
の
認
知

度
お
よ
び
実
践
力
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ

た
。
あ
ら
た
め
て
、
対
面
指
導
の
重
要
性
を
理
解
し

た
次
第
で
あ
る
。

■
今
後
の
展
望

招
へ
い
学
生
と
と
も
に
得
ら
れ
た
研
究
成
果
が
英

文
学
術
誌
に
お
い
て
採
択
さ
れ
（
論
文
題
目
：
犬
レ

ン
サ
球
菌
が
保
有
す
る
病
原
性
調
節
因
子
）
、
近
々
、

オ
ン
ラ
イ
ン
掲
載
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
展
望
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
研
究
成
果
が

本
学
大
村
智
記
念
研
究
所
と
慶
尚
大
学
校
医
学
部
と

の
国
際
共
同
研
究
（
例
え
ば
、
二
国
間
で
の
同
一
菌

種
に
お
け
る
比
較
ゲ
ノ
ム
解
析
な
ど
）
へ
と
繋
が
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

犬レンサ球菌・塩基配列の増幅を試みる韓国の医学部生 犬レンサ球菌よりDNAを抽出する韓国の医学部生

修了証を持つ医学部生と研究室に所属するス
タッフ・大学院生（前列中央は執筆者の高橋教授）




